
様式３－２ 

グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 

１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 

水力を利用した発電による CO2排出削減 

１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 

別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 

１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 

注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 

種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

□ P002 太陽光発電 

□ P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

 P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

□ P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H002-3 バイオガス熱 

□ H002-4 バイオマス熱供給施設 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 

注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。



 

EHC = EHG ― EHS ― EHA 

EMH=（EHS＋EHC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 

EHS 水力発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 

EHC 水力発電実施期間における自家消費電力量 kWh 

EHG 水力発電実施期間における発電発電電力量 kWh 

EHA 水力発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 

EMH 水力発電実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFelectricity,t 水力発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係

数 

kgCO2/kWh 

 

 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

開始日  2019年 4月 1日 

終了日  2020年 3月 31日 

注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

 

 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

なし 

 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 

注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 

注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

 

(１)  グリーンエネルギーCO2削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 

(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 13-H2-001 森ヶ崎水再生センター小水力発電施設
（2019年度）

東京都大田区昭和島2丁目5番1号 横軸プロペラ式水車 220 2005年6月1日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 501,763 501,763 0 1,763 500,000 0.497 248,500 248 2019年4月1日 2020年3月31日

2 0 0 0

3 0 0 0

4 0 0 0

5 0 0 0

6 0 0 0

7 0 0 0

8 0 0 0

9 0 0 0

10 0 0 0

11 0 0 0

12 0 0 0

13 0 0 0

14 0 0 0

15 0 0 0

16 0 0 0

17 0 0 0

18 0 0 0

19 0 0 0

20 0 0 0

21 0 0 0

22 0 0 0

23 0 0 0

24 0 0 0

25 0 0 0

26 0 0 0

27 0 0 0

28 0 0 0

29 0 0 0

30 0 0 0

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 248

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 546,366 546,366 0 1,920 544,446 0.497 270,589 544,446

認証対象電力量（申請分） 501,763 501,763 0 1,763 500,000 0.497 248,500 500,000

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EHS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EHG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EHA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EHC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMH（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

森ヶ崎水再生センター小水力発電施設
（2019年度）

（参考）
申請期間における

全生成熱量
（MJHHV)※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）







 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 10月 14日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 黒澤 達夫 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

常務理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：水力を利用した発電による CO2排出削減、日付 2025年

9 月 26 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7 日経済

産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全て

の点において適正であると認めます。 

 

 











 

 

QWB = QBL－(EPS ×9.484[MJ HHV /kWh]*) 

SB = FB÷FT 

EMWB = QWB ×SB× (CEFfuel,BL÷εBL) 

記号 定義 単位 

QWB バイオマス熱生成実施期間における生成熱量から補機消費電力

量を一次エネルギー換算した熱量を除いた熱量 

MJHHV 

QBL バイオマス熱生成実施期間における流量計で計測した流量を比

エンタルピーに乗じて算定された生成熱量から、当該熱量の生

成過程において燃料以外で外部から投入された熱量、および明

らかに利用されていないことが判明している供給蒸気の熱量を

除いた生成熱量 

MJHHV 

EPS バイオマス熱生成実施期間における補機消費電力量 kWh 

EMWB バイオマス熱生成実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFfuel,BL バイオマス熱生成実施期間における代替される燃料の単位発熱

量当たりの二酸化炭素排出係数 

kgCO2/MJHHV 

εBL 

バイオマス熱生成実施期間における代替される熱源設備のエネ

ルギー消費効率（高位発熱量ベース） 

％ 

SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 ％ 

FB バイオマス熱生成に使用したバイオマス燃料 MJ 

FT バイオマス熱生成に使用した燃料合計 MJ 

 

 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

開始日  2018年 1月 1日 

終了日  2018年 3月 31日 

注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

 

 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

なし 

 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 

注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 

注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変





 

 

 

３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 

３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 

 

３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 17-BB-002 セイホクバイオマス熱電供給設備
（2017年度4Q）

宮城県石巻市潮見町2番地1 流動層ボイラー 70.0GJ/h 平成17年9月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 49,899,943 49,899,943 839,894 41,934,389 0.0693 0.92512 102,329,557 102,346,513 99.98% 0.0749 3,140,258 3,140 2018年1月1日 2018年3月31日

2 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

3 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

4 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

5 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

6 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

7 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

8 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

9 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

10 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

11 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

12 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

13 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

14 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

15 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

16 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

17 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

18 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

19 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

20 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

21 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

22 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

23 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

24 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

25 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

26 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

27 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

28 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

29 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

30 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

※1 申請期間における全生成熱量の内、一部の生成熱量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 3,140

「申請期間における全生成熱量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請生成熱量」の場合は、『３．１ 生成熱量 QBL（MJHHV)』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能熱量

認証対象熱量

認証可能熱量 61,801,978 61,801,978 1,040,224 51,936,494 0.0693 0.92512 126,737,000 126,758,000 99.98% 0.0749 3,889,265 3,889 51,926,106

認証対象熱量（申請分） 49,899,943 49,899,943 839,894 41,934,389 0.0693 0.92512 102,329,557 102,346,513 99.98% 0.0749 3,140,257 3,140 41,926,000

３．１０
排出削減量
EMWB（kgCO2）

３．１１
排出削減量
（tCO2）

セイホクバイオマス熱電供給設備
（2017年度4Q）

３．５
代替される熱設備
のエネルギー消費
効率
εBL（％）

３．６
バイオマス燃料
FB（MJ）

３．７
燃料合計
FT（MJ)

３．８
バイオマス比率
SB（％）

３．９
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

（参考）
申請期間における
全生成熱量
（MJHHV)※1

３．１
生成熱量
QBL
（MJHHV)

３．２
補機消費
電力量
EPS（kWh）

３．３
生成熱量から
補機消費電力量
を一次エネル
ギー換算した値を
除いた熱量
QWB（MJHHV)

３．4
代替される燃料の
単位発熱量あたり
の二酸化炭素排
出係数
CEFfuel,BL
（kgCO2/MJHHV）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全生成熱量
（MJHHV)※1

３．１
生成熱量
QBL
（MJHHV)

３．３
生成熱量から
補機消費電力量
を一次エネル
ギー換算した値を
除いた熱量
QWB（MJHHV)

３．4
代替される燃料の
単位発熱量あたり
の二酸化炭素排
出係数
CEFfuel,BL
（kgCO2/MJHHV）

３．５
代替される熱設備
のエネルギー消費
効率
εBL（％）

３．９
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．１０
排出削減量
EMWB（kgCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．認証申請期間

１．１
熱設備名称

１．２
熱設備所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
補機消費
電力量
EPS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．６
バイオマス燃料
FB（MJ）

３．７
燃料合計
FT（MJ)

３．８
バイオマス比率
SB（％）

３．１１
排出削減量
（tCO2）





し、1999日本機械学会蒸気表を用いて算出。ﾎﾞ

ｲﾗｰ給水温度は、DCS運転記録における稼働日の

月平均値(小数点第2位切捨)とする。なお、稼働

日はDCS運転記録におけるﾌﾟﾛｾｽ蒸気圧力が

4MPa以上の場合とする。 

④ﾎﾞｲﾗｰ給水点流量 

DCS運転記録におけるﾎﾞｲﾗｰ給水流量（積算）と

する。 

 

EPS バイオマス熱生

成実施期間にお

ける補機消費電

力量 

DCS運転記録より補機使用電力量を確認 

DCS運転記録 

SB 投入燃料に占め

るバイオマス比

率 

投入木質発熱量／（投入木質発熱量＋投入燃料発

熱量）により算出する。投入木質発熱量の算定に

用いるﾊﾞｲｵﾏｽ発熱量は、試験報告書等の値から

「{低位発熱量（dry）×（1-水分率）－2,500×水

分率}×ﾊﾞｲｵﾏｽ投入量」により算出する。 

燃料チップ・Ａ

重油在庫表 

 

 





 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 10月 10日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 黒澤 達夫 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

常務理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給

システム））を利用した熱生成による CO2 排出削減、日付 2025 年 9 月 26 日）について、「グリーンエ

ネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7 日経済産業省・環境省）に基づいて独立の

立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 










